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. は じ め に

私は現在，鹿児島大学理工学研究科物理・宇宙専攻におい

て博士前期課程の学生として，小山佳一先生の指導の下，磁

気一次相転移で生じるカイネティックアレスト(KA)効果に

関する研究を行なっています．この度，本稿を執筆する機会

を頂きましたので，私の大学生活を振り返りつつ，現在取り

組んでいる研究および今後の抱負について述べさせて頂きま

す．

. 研 究 活 動

私が学部 4 回生の時に配属を希望した小山研究室は，小

山先生が東北大学から鹿児島大学へ赴任されて一年目で，実

験に必要な装置はなく，私の研究は実験装置の開発から始ま

りました．開発するにしてもバックグランドが皆無なため参

考書などで学ぶことから始まりました．知識もついてきた

頃，良質なサンプルの合成に着手するもなかなかうまく行か

ず，失敗を繰り返す日々が続きました．そんな中，小山先生

は「問題が発生したら責任は私がとる．だから自分の思うよ

うにやりなさい」と言って下さり，研究をする上で心の支え

となりました．試行錯誤を重ねた結果，サンプルの純度の向

上に成功したものの，これ以上の発展は見込めないと判断

し，このテーマの続行を断念しました．成果こそ得られなか

ったものの，装置の原理や状態図の読み方など，多くのこと

を学ぶことができました．「失敗の中にも得るものはある」

そして，「失敗を恐れずチャレンジすることの大切さ」を実

感しました．

その後，現在行なっている研究「KA 効果の起源解明」に

テーマを切り替え，再スタートしました．KA 効果とは，磁

気一次相転移のダイナミックスが磁場により抑制されること

であり，KA 効果の物性への影響を多方面から評価すること

は，今後，磁場で磁気一次相転移を制御する材料開発におい

て大変重要となります．まず着手したのは，磁場による KA
効果が結晶構造に与える影響についてでした．KA 効果は，

磁場により相転移が抑制され高温相が低温相まで残留してい

るのではないかと予想されていました．そこで，磁場中で

X 線回折測定を行える実験装置が必要となり，東北大学金

属材料研究所附属強磁場センターの強磁場 X 線装置を利用

させて頂くことにしました．初めての外部機関での研究で緊

張していましたが，受け入れの先生や博士後期課程の先輩は

じめ多くの方々の援助を頂き実験を無事終えることができま

した．また，研究に関する議論を行う機会もあり，自分の研

究に対する認識の甘さや，今後の展望など有意義な時間を過

ごすことができました．この共同研究の結果，KA 効果に関

する新たな知見を得ることができました．

「得られた研究結果は広く世間に報告する必要がある」そ

う考え，学会への参加にもチャレンジしました．幅広い分野

の方々との活発な議論を求め，口頭ではなくポスター発表を

メインに行いました．専門外の方々でも理解できる説明を心

がけ，伝える技術を磨くことに専念しました．そして，多く

の先生方と議論を交わす中で得た，専門家ならではの御意見

を参考にすることで研究の発展に努めました．最終的に博士

前期課程において 9 回発表させて頂き，その中で，2012年 3
月に開催された金属学会での優秀ポスター賞を含め 3 つの

賞を受賞することができました．賞を受賞することができた

のも，小山先生をはじめ，これまでご指導下さいました先生

方，ならびに共に切磋琢磨した同輩の援助あってのことと思

い大変感謝しております．

現在，共同研究においては，東京大学物性研究所の上床好

也先生の御指導を受け，圧力下における KA 効果の挙動の

研究を，鹿児島大学においては物性理論講座の藤井伸平先生

とともに，理論的な観点から KA 効果の起源の探求を行な

っています．そして，これらの成果を論文にまとめていると

ころです．一本目は日本金属学会誌 第76巻 第 4 号 (2012)

246250に掲載され，二本目を Materials Transactions へ投

稿すべく，英語での執筆にチャレンジしています．

. お わ り に

これまでの研究生活の中で，研究分野が異なる人と議論す

る機会が多くありました．冒頭でも述べたように，鹿児島大

学でできない実験は，東北大学金属材料研究所や東京大学物

性研究所などの共同利用施設を利用させて頂きました．その

際，研究に関する多くのアドバイスを頂きました．学会に参

加した時もそうでしたが，違う分野を研究している先生方と

話をすることで，他分野ならではの意見を聞くことができま

す．そうした研究の種をフィードバックすることで，更に研

究の幅を広めてきました．このように，積極的に行動し議論

をすることで研究に対する知見を広め研究を発展させる，と

いう流れを知り実践できたことが大学生活の中で一番の収穫

だったと思います．自身の技量が未熟であっても，行動を起

こせば得られるものは必ずある．そうやって徐々に知識を蓄

え成長する．これが今の私の研究スタイルです．このような

考え方を身につけられたのも，小山先生の「学生が主体とな

って研究を行う」という研究方針の賜物だと考えています．

来年度からは鉄鋼メーカーで技術者としての新たな一歩を踏

み出しますが，大学生活で学んだことを活かし「多くの分野

に精通し世に新しいものを生み出す」，そんな技術者を目指

して自分を磨き続けたいと思います．
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